
第 2章北白川追分町遺跡の発掘調査

点都大学北r;1rn，＇；内 BF31 ［主調子t})[*

1 ,J 』査の経過

本調査15 ｛は鴨東北白川扇状地の西端にあたり，京都大学北部構内のほぼ中央に位置する

（図版 l ← 135 ）。ここに理学部プラズマ実験装置室が建設されることになったため，予定地

全域の発掘調査をおこなった。京都大学北部構内一市は，北白川追分町遺跡にあたり，北

白川上終町遺跡，北白川別当町遺跡，北白川小倉町遺跡などとともに北白川扇状地に形成

された縄文時代の遺跡のひとつである。

北部構内では，これまでに 11 地点， 12 地点， 56 地点， 123t 出点などで縄文時代の遺跡を

確認しており， 12 地点では縄文晩期の集石墓〔泉ほか 77 〕を， 123 地点では縄文中期の竪穴

住居跡〔清水84 〕を， 11 地点では縄文後期の葱桁，配石慕〔中村74 b〕を検出している。さら

に本調査区北側に隣接する56 地点では北白川扇状地の微高地北西斜面と聞に広がる後背潟

地が検出され，泥炭質土巾からは埋没林や多量の動植物遺体が出土し，縄文晩期の白然環

境を復原することを可能にした〔京大理文研85 〕。このほかに白地点では，弥生中期の）j形

周溝墓が検出され注目された〔岡田・吉野79 〕。また歴史時代の遺跡で、は北部構内東南部に

天台座主良源が舎利会を催した古IIJ寺が比定されているほか，＂ l世の遺跡としては，火葬

塚（54 地点）〔岡田・古野79 〕，瓦j留め（ 8地点）〔京大:!:'IT文研78 b〕，水田跡(125 地点）〔泉・三

宅86 〕などが検出されており，古代から中世にわたる遺跡が広く分イドしている。このよう

に本調査区のBF 31 区は北白川追分町遺跡群の中央部に位置しており，縄文時代から中世

にいたる遺跡，とくに隣接する56 地点（ BG31 区）と同様に縄文晩期の低湿地性の遺跡が存

在していることが予想された。

調査区の東半は，旧建物の基礎などによって大きく撹乱と削平をうけ，ほとんど遺構・

遺物が遺存していなかったが，西半は地表下4mにわたって良好な堆積層を確認すること

ができた。堆積層は弥生前期末から中期初頭に堆積した黄色砂によって，上回と下層に大

きく分けられる。日替では溝と柱穴などからなる中世の水田遺構を検出し，碧玉製管玉の

ほか，古代・中世の土器・瓦などが出土した。 ド層では，灰白色砂と黒色土が互層に准it
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北白川追分町遺跡の発掘調査
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の各黒色土からは土掠・石器のほかに多量

の木材や種実，葉，昆虫などの動植物遺体

を中心とする白然造物が出土した。

下回の出土遺物については，各府位ごと

に20個所から， 50kgの土砂を採取して水洗

筒別して微細な泣物に至るまで採集につと

めた。また出土遺物の大半は光波タキオメ

ータおよびハンドヘルトコンピュータによ

した縄文時代の低湿地遺跡を検出した。
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調査区の地区割（黒色こi二3上面）縮尺1/300

地形などのさまざまな要素とからみあわせ

て分析できるようにした。このようにして

縄文時代のほ然環境の復原とその変涯を解

明L ，当時の人間生活と森林構成や動物構

成の関係をとらえ地形復原との比較におい

そのH＼土地点を記録し， H＼土状況をって，

図 4

て総合的に把握することにつとめた。なお，遺物採取にあたっては，同 H こ示した京都大

（清水芳裕）学吉田キャンパスの地区割に L たがった。
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縄文時代の遺跡と遺物

2 tliX:ll1jfにの :1uli＇~，と J＠；物

(1 ）層 位（図版 2- I，図 5)

調五区の現地表而は東高西｛氏の緩斜面をなすが縄文時代の地形はこれと著しく異なる。

調五区間半において北東から南西へ続く斜面が存在し，上品iと下端との比高は約 3 mをは

かる（図5）。この斜面は白色の細砂，粗砂，砂礁などからなる扇状地末端の一部にあたり

斜面左端から下而の平:f:f]令部にかけては灰白色砂と黒色土などが厚さ 2 rnにわたって堆積し

ている。また調査区南端で、は，南に落ちる別の斜面の一部がみられるが，これが扇状地の

南斜面にあたるか，谷状地形の一部かについては不明で、ある。縄文時代の遺跡は調五区西

半を覆う黄色砂層の下に存在する。黄色砂層の下の層位は，上から時褐色土（第5層），黒

色土 I（第 6 屑），灰白色砂 I（第n碍），灰白色砂 2 （第 8層），黒色土 2 （第 9層），灰白色
砂 3 （第10同），黒色土3 （第11)1"1），灰白色細砂（第12層） ' ；込色砂質士（第13層），灰白色砂

4 （第14層），黒色土4（第15層），茶褐色砂（第16層），青灰色シノレト 1（第17屑），黒色土5

（第18層），青灰色シノレト 2 （第四回），黒褐色砂質土（第21層），茂褐色砂（第22 屑），白色粗

砂（第23 層）である（図5）。さらに，南半部では，育灰色シノレト 2 （第19層）の下に出色土6

（第20 層）が加わる。このうち暗褐色土と黒色土 l～黒色土 5 は縄文＂＇期と晩期の土器を含

み，黒色土6からは縄文前期末左中期の土器が出土し両者の間でJf主核時期が異なる。
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北白川追分町遺跡の発掘調査

(2 ）遺 構（図版2)

；［！；色土 4上面で、滋賀里W式土器 2個体を中心に，周聞に擦をともなう土坑 S K3 が検出

された（図版2-2 ）。微高地下端に近い緩斜面上にあたり，微高地上と低減地縁辺部での生

活跡を示す遺構である。黒色土3 ，黒色土4上面で、多数の足跡を検出した。いずれも白砂

が埋積した結果，明瞭に；形を識別できる。円形または楕円形に近いものが大部分であり，

大型晴乳動物のものであろう。その中にヒトの足跡と考えられるものも少数確認すること

ができた（図版 2 3）。これは軟弱な泥炭質土上を歩行した状態で，斜めに深さ 4 ～ 5cmふ

み込んだもので，指や土ふまずの形が推定できる良好なものもある。まずこ黒色土3 上山ーで

は，民白色砂が堆積した小川を検出した。昭和53 年度の発掘調査でもヒトの足跡，小川な

どが検出されておりそれと一連のものと考えられる〔泉・宇野85 ］。とくに，小川について

は，その位置と層位の関係から連続した流路で、ある可能性が出し、。陪褐色粘質土と黒色土

l～｝虫色土 4 からは崩li文中期～晩期の土添，石器が出土したが，徴高地斜面付近に集中し

て出士する傾向があり，多くは上方から流れ込んで堆積したものと判断できる。

(3 ）遺 物（図版 3 ・4 ，図 6 ～12)

土器，石器のほかに埋没林の痕跡をとどめる木材とそれにともなう種実類，昆虫の遺体

などが出土した。とくに湿潤な環境が保たれている黒色土 3～黒色土 5 ではこれら動植物

遺体は良好な状態で出土した。これらの平面分布は各包含憎とも共通しており，土器と石

擦が微高地の下端に集中して出土し，動植物遺体はそこから凶へ広がる泥炭質の黒色土rj-1

に筏存する傾向がみられる。これらの遺物包合間は比較的強い流｛Ltこともなって堆積した

粗い灰白色砂崩と互層をなしている。

土 器（図 6 ～10) 縄文中期末と晩期の土器が多数を占め，これに前期と後期のもの

がわずかに加わる。出土総数は6000点を超える。黒色土6からは中期の土訴とともに前期

末大歳山式土器が数点出土し，本調査区で最古の土器である（ I I ）。中期中葉の土器は船

元E式 CI 2）。縄巻縄文地に竹管によって弧状波線文を口縁部にめぐらせる船元W式 CI 

3 ・I 4）および撚糸文を地文に竹管文を付した但木H式CI5 ・I 6）の土器がある。中

期末の土器は黒色土 6から暗褐色土の各層にわたって出土する。 I 7～ 1 13 は黒色土 6 出

土の土器， I 14 ～ I 27 は黒色土 5～黒色土 1および灰白色砂 I ，暗褐色土からそれぞれ出

土した土器である。

以下，中期末と晩期の土器についてはヲ『京都大学埋蔵文化財調査報告皿』 C泉ほか 85 〕

でおこなった分類にしたがって記述する O ni 色土6出土の深鉢には口縁部直下に文様を施
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縄文時代の遺構と遺物

I IO ），縞円区画文のつなぎ部を橋I 9, し胴部とを降帯で区画する A l類の土器CI 7 , 

口縁部がやや外反するD I類

の土器(I 11) や深鉢の胴部CI 12 ）などがある。

m色土5から上層では晩期と中期末の土器が出土する（図 7) 。

I 13 ），縄文だけを施し，状把手とする B I類の土器CI 8 , 

I 14 は口縁部が山形をな

I 15 は口縁部にし円形の押圧文を付し，！阿部にはR L の縄文帯と沈線を垂下させる土器，

I 16 ・I17 は日縁部に横位沈線によって楕円区画文や渦文を配し，縄文言ど付さない土器，

I 14 ～1 17 は深鉢A l類に属すの羽状沈線文：を配し，胴部と降帯で区画する土器である O

I 19 ～I 21 は口縁部から l段下がった位置に楕円区画文を配し，区間文のる土器である O

I 20 は楕円区画文だけを描くものでつなぎ部が隆帯となる土器で， i宋鉢 B2 類に属する。

B2 類に含まれる土器であろI 18 は口縁部から下がる位置に円形押圧文をつらね，ある。

I 22 ・I23 は突起状の山形口縁をもち沈線による楕円区画文や羽状沈線文を配するもう。

L Kの縄文帯と沈線ので，深鉢C l類の土器である。このほか，無文の深鉢F 類CI 25), 

口縁部に押引き沈線を 2 本配し口縁部が内屈す

る浅鉢CI 27 ）などがある。このほかに押引き沈線による渦文を作り，赤舵色を呈する土器

がある CI 24 ）。中期中葉，東海地方の咲畑式にあたるものであろう。

および，文を垂下させる深鉢/Jfr1 部（ I 26) , 

I 30 および黒色土5から上層で出土する。さて，晩期中葉以降の土器は，ー士坑SK3, 

I 28 ・I29 は土坑S K3 ～ I 36 は口縁部上端にきざみ目を施す滋賀里E b 式土器である。
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SK3 出土の縄文土器
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北白川追分町遺跡の発掘調査

から出十ゐした（図版 2-2 ）。 口縁部上端にきざみをもち， r l縁部のやや下がった位置にき

ざみをもっ凸帯をめぐらせ，頭部には丁寧な撫で、を，！阿部から底部にかけては削りを噂し

た土iiiでJ、ずれも滋賀里W式にあたる。 このほか， 同様の土器は黒色士‘ 5 C I 37 ），黒色

土 4 CI 38 ・I39 ），黒巴土 3 C I 40 ），黒色土 2 ( I 41 ～ I 48 ），灰白色砂 1 C I 49 ）で出土し

ている。 I42は 11~1帯にはきざみ目をもたず，同様の 1':11帯を口縁部内両にも付した土器であ

り，また I49 は口縁部内面に沈線を施した土器で、ある。 I50 ～ I 58 は口縁部上端にきざみ

日をもたず，口縁端部にきざみ日をもっ凸帯を付す土器で， I 58 は胴部に同様の凸帯をも

っO これらは船橋式土器で， I 59 はそのfll,ct 部破片である。また I60 ～ I 67 は口縁端部と凸

帯とを同時に調整したもので，凸帯の断面は三角形に近く，きざみは比較的浅い土器であ

る。 I63 ・I67 はきざみをもたなし、。これらは長原式にあたる。 I68 ～ I 70 は同型式の土

器の胴部と考えられる。

以上のように本調査区出土の土器は縄文前期～晩期にわたるが，組文中期末と晩期中葉

～後葉の土器が中心となる O このような出土土器の傾向は，昭平日53 年度に調査した隣接す

るB G31 区の資料とほぼ同様であった。今回の出土土器を層位の上から検討してみると，

以下のような点が明らかになった。まず，遺物包含層の最下層である黒色土6には前期末

大歳山式土器や，中期末の土器が合まれているが，晩期の土器は出土していなし、。晩期の

土器は黒色土5より上田で中期の土器とともに出土する。したがって，，'Rt 色土6は中期の，

黒色土5からと陪が晩期の堆積層であることがわかる。さらに晩期の滋賀里皿b・N式と

船橋・長原式の 2者の出土状況をみると，前者は黒色土5～黒色土2 にわたって出土する

一方，後者は黒色土3 から上層で出土する。この状態を全出土破片について発掘中に平面

分布と上下分布をコンピュータに記録してこれを解析したものが巻首図版2 である O 晩期

の中葉と後葉のこれらの 2者の問でその出土レベルの分布の差が視覚的にも理解すること

ができる O

石 器（図11・12) 出土した石器には，石鍛，石錐，削器，石錘，陪製石斧，石俸，

f技石，磨石，石凶，剥片，石核がある。打製石器には主にサヌカイトが用いられ，少量で

はあるが，チャートや鉄石英も使用されている O 石錘には頁岩，石棒にはストレート，磨

製石斧には閃緑岩や砂岩，隙石，石IIIL には花尚岩，閃緑岩，砂岩などが用いられている O

石鍛CI 71 ～ I 74 ）は，いずれもサヌカイト製の凹基式であり，先行剥離面や主剥離面と

いった素材剥片の面を残していなし、。刃部の形状は，ほぼ直線のもの CI 71 ），外浩のもの

C I 72 ・I74 ），内湾のもの CI 73 ）などがある O 石鏡には切り目石錘CI 76 ～ I 80 ）と，打欠
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縄文時代の遺構と遺物

き石錘CI 81) がある O 踊平な操を利用しており，紐懸け部以外にはまったく予を加えて

いなし、。磨製石斧には刃部片CI82 ・I83 ）と定角式石斧の頭部片CI 84 ）がある。 I82 は両

面を敵打整形した後，刃縁と側面だけを研磨している。 I83 は全両を研磨しており，縦斧

として使用されたことを示す痕跡が残る。石棒CI 85 ～ I 87 ）は，いずれも未製品の破片で

ある O 散石CI 88 ）は， 3 ヶ所が敵打によって凹んでおり，表面に火熱を受けて変色してい

る。石皿CI 75）は，破片で上面は平坦で滑らかであり，若干の線状痕が認められる。下面

もやや滑らかで使用された可能性が高い。

I71 

~ 

/& ~A 
I72 

~ 

A~A 
I73 匂.

I74 

4診察診o 3 cm 
hニ

図11 石鍛CI 71 ～I 74 ）縮尺1/1 ，石皿CI 75 ）縮尺］／4
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北白川追分町遺跡の発掘調査
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縄文時代の遺跡と遺物

KS2'3 (2Sc 日， 218 日）ー（2ち90.2 己！日｝ l<S83 （己56 自， 218 日）一（259 日， 221 日）

I~ トJ

(1) (J) 

縄文土器 大型植物遺体

Leve I S,8- 63 縦横比 4田1 Leve I 58- E3 縦横比 4: 1 

ナ二護産

図13 縄文土持・大型植物遺体の分布

(4) 遺物の埋積状態の復原

本調査では，縄文時代の堆積層から出土した遺物は，光波タキオメータとハンドヘルド

コンピュータからなる遺物取り上げシステムにより，平両位11-'t: および標高をミリ単位の精

度で記録した〔浜崎84Jo これらのデータをもとにマイクロコンビュータを用いて，図化し

たものが巻首図版 1 ・2 ，図13 である。これらは任意の縮尺，任意の断面，任意の条件で

図化することが可能である。まず，巻首図版 lは土器，石器， 自然牒，大型植物遺体の

全体を図化したもので，断而図は斜面に直交する幅5mの範囲内（赤枠内）のものを投影し

たものである。図13 左は縄文土器の出土状態である。微高地の斜而部分に集中して出土し

ており，斜面下端から広がる低湿地では非常に少なく，徴高地上から黒色土居の形成とと

もに徐々に堆積していったことが知られる。これらの縄文土器のうち，巻首図版2 は晩期

泌賀里illb・N式と船橋・長原式の 2群をそれぞれ白と赤の点で示したものである。黒色士

3 を境に両者の出土状況が異なっていることがわかる。また図13右は大型植物遺体の分布

である。斜面下の低湿地部に集中する。これは｛印刷也の泥炭質土がこれらの種実類の保存

状態をよくした結果で、あろう。このようなシステムを用いると，整理段階でさまざまな条

件のもとに記録あるいは国化することが可能であり，連続する厚い堆積層あるいは複雑な

堆積を示す遺跡においては有効な方法であろう。 （清水芳裕・森本晋）

21 



3 占代・中世の遺跡

(1) 層位（図14)

北白川追分町遺跡の発掘調査

調奈医の東半部は，表土下に地ii ！の白色i'll 砂（第23 ／同）を検出した。一方，西半部には，

北東からー南西へつづく斜面が存在し，：黄色砂（第4層）から上層の層位は，上から順に，表

土（第 l層），茶褐色土（第2屑），黒褐色土（第 3層）である。茶溺色土は 2｝留に分間でき，

下層に10 ～l1[11；紀，上田に13～141 り：紀の造物を合むO 黒褐色土は10佐紀ごろの土器を少量

含む。黄色砂は，弥生前期末～巾期初頭に堆積したものである。

(2 ）遺構（図15)

まず，調査区中央の白色軒l砂の k面で検出した S K2 は規模不明の浅い土坑で，碧玉製

管玉が 3 個出土した。性格は不明である。

古代の遺構には，斜面の上端に沿ってはしる溝 S D 3 と規模不明の土坑 S K lがある o

SD3 は， i幅］.3m ，深さ0.5m ，断面が逆台形を示し，水が北流した形跡がある。 S D 3  

とS K lからは， 10 世紀後葉ごろの遺物が出土した。

次に，中世の遺構には，茶褐色土上回・下回と地山の上面で検出した溝，柱穴などがあ

る。滞は，｜幅O. 3m で深さO. 2m 程度のものが多L、。下層の溝は，ほぼ真南北，冥東西にち

かし、方向のものが大半を占め，斜面に近接する部分や斜面上には分布しなし、。水田耕作に

ともなうもので， 13世紀を＋1心とする遺物が出土した。茶褐色土上層上両と斜面上の地山

上両で検出した南北方向の溝のうち， S D l とS D 2 は斜面の F端に沿っており，流水が

あったと判断でき，他の滞と性格を異にする。その他の溝は，水田内に存在したと考えら

れ，傾斜地にfj3 られた棚田を想定て、きる。これらは真南北，真東西ーから約 15。東偏する方

位を示すものが多く，下層の溝と方位が異なる。里f蛍 S E l～ S E4 は慌が約 l mのI' J形

の掘形を示す。このほか多数の柱穴があり，柵の存在を推定できる O これらの遺構からは

14 世紀以降の遺物が，ごく少量出土した。

w 

表土 3
茶t!l色土 4 

図14 古代・中世の層位縮尺1/60
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古代・中世の遺跡と遺物
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図15 古代・中世の遺構縮尺1/300
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北白川追分町遺跡の発掘調査

(3 ）遺物（図16 ・17)

I 89 ～ I 91 は S K2 から出土した碧玉製管玉。い

ずれも濃緑色を呈し，片面より穿孔する。また，穿

孔の位置は中心より，ややずれている。

I 92 ～ 1 101 はS D3 出土遺物。 I92 ～ I 99 は土

師器皿。 I92 ・I93 ・I95 ～I 99 は「てJ字状口縁手

法 B2 類に相当しラ口縁部が強く外反し器壁が薄い。

I 94 は口縁が強く外反し器壁が薄く， 2段撫で手法

C1 類に相当する。 I100 は緑殺b陶器椀。須恵質に焼

成され，淡緑色の紬がかかる。 I101 は須恵器杯。

① 。θ 

① I89 8 I90 ① r；~ 
図16 碧玉製管玉縮尺2/3

10 世紀後葉ごろの年代を示す。 1 102 ～I 106 はS Kl 出土遺物。 1 102 ～I 104 は「てj字状

口縁手法 B2 類に相当する士師器阻。 1 105 ・1 106 は緑制陶掠椀。土師質に焼成され濃綜

色の粕がかかる。高台は小さく外へ踏んばる形態を示す。 10 世紀後葉ごろの年代を示す。

I 107 ～1 115 は茶禍色土下層出土遺物。 I107 は「てJ字状口縁手法鳥類ヲ 1 108 は2段

撫で口縁手法 C1 類ラ I 109 は「て！字状口縁手法 B3 類にそれぞn相当する士Ji
• I 111 は緑袖陶器O I 110 は蛇の目高台をもち紬調は淡緑色。 I112 ～ 1 115 は灰柚陶器。

I 113 は断面台形の高台をもっ llLlo I 115 は高い高台のつく怖で，体部上半と内面に柑を施

す。これらはIO ～ll世紀の遺物と考える。

I 116 ～1 130 は茶視色土上層出土遺物。 1 116 ～I 122 の土師器のうち， I 119 ・1 122 は

民白色，その他は赤褐色を皇する。 1 116 は 1段撫で面取り手法D6 類， I 117 ～ I 121 は l

段撫で手法E1 類に相当する。 I122 は受皿。 1 123 ～ I 12.'i は白磁。 I123 ・1 124 は小型の

皿。 I123 は見込みに沈線で円と直線の文様を付す。 I126 は龍泉窯系青磁椀。内面に劃花

文を付す。 I127 は須恵君主すり鉢。口縁の上端と下端がやや拡張する。 I 128 ・1 129 は！火

刑系陶器鉢。ともに口縁端部は丸L、。 I 130 は灰Wfll 系陶器椀。 13 ～14 世紀のものである。

(4) 古代・中世の景観変遷

古代の遺構と包含層からは，緑f-~l陶器や平安前・中期の瓦が出土した。北部構内の東南

部には，天台座主良源が貞元2(977 ）年に舎利会を催した吉田寺が比定でき，これを中心に

周辺の開発が進んだものと想定できる。中世の水田跡は北部構内 B E33 区〔泉・三宅86 〕で

も検出しており，吉田山北麓の地域では中世初頭に水回開発が大規模に開始されたと考え

る。また， i鋒の方位が上層と下層で、異なり土地編成の変化もうかがえる。 （五卜川伸欠）
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北白川追分町遺跡の発備調査

4 大Ji；判；＇［物 j色体

(1) はじめに

木前五｜又は，昭和53 年度に発掘調査を実施した B G31 区のすぐ荷に位置する。両区は純

文後・晩期の数層の植物遺体包含層を含むー述の遺跡で、ある。昭和53 年度の発掘調査で得

られた大明値物遺体については，すでに被告した〔市木ほか 85 〕。注目すべきことは，同‘

の捕物遺体包含層に含まれる柄物遺体に，平而的に著しい分布の偏りが見られたことであ

る。三れは当Uiyの林床の堆積物が保存されているためで、あると考え，この相物遺体の分布

の偏りを当時の群落復原のために利用した。

一方，古植生や占植物相については，花粉・材のデータも総合して議論がなされている

〔中尉85 〕。今回の調査では，前凶調査と同様に，平面分布の偏りを検討するための試料を

採取するとともに，数地点で柱状試料を採取し，同ーの植物遺体包含屑で，トjじ地点でも

植物遺体群集に変化がみられるかどうかを検討した。ここでは，後者の検討結果について

のベる。

(2) 大型植物遺体の産状と分析；去

大型植物遺体を含む堆積物の柱状試料を採取したのは中央畔北壁で， A・B の 2地点で試

;Jq. ；乞採取した（悶 5 p. 10 ・l1）。この地点の柱状

図を関18に示す。

大型植物遺体を含む「虫色士！？？」のマトリック

スはシノレトないし砂で，淘汰は思いことが多く，

種突の遺体を多量に含む。ただし，まれに比較的

淘汰のよい、ンノレトが，マトリッグスのこともあり

（たとえばB地点の試料3 の層準），このようなも

のでは，広弟樹葉がJ仕槙面に沿って保存されてい

ることが多い。 「黒色土陪Jと砂層とは交互に推

積している。両者の境界は比較的明陪である。

「黒色土層｜の上面には多数の足跡が保存されて

いる。 「黒色土！冒J内ではマトリッグスは下部

は，干fl 粒で上部になるにつれて細粒になる傾向が

ある。
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大型植物遺体

持ち帰った堆積物は室内で・水洗ふるいわけ匂をし，その残りかす中から遺体を拾い出した。

ふるいの目の最小目は O. 25nun である。それぞれの試料について 200 ～lOOOc1rl 程度の枇積物

を処理した。 I司定計数ずみの試料はすべて70% アルコール中に液浸で、保存し，大阪市立大

学に保存しである。標本番号はMM578 ～582(A 地点） , MM564 ～577(B 地点）である。

(3 ）前回調査との比較

同定，計数した大型植物遺体の一覧表を表 IIこ示す。また，主要な植物化石のうち，前

凶は得られなかったものを j！？心に図版 5～？に写真を示す。今回の分析結果は 2地点のみ

であるので，それのみで過去の楠生や植物相を論ずるにはまったく不十分で、ある。基本的

には前回の調査結果と同様に，イチイガシなどの照葉樹林の樹種とトチノキ，キハダ，カ

エデ属の数種などのj晶子告落葉広葉樹林の｝｜封種が，いずれの屑伎で、も共存していた。

ほとんどの分類群は前回，今回し、ずれの調査でも産出した。ただし， －部の種類は古1J 佐！

の調査では得られたのに今回は得られなかったし，また，今回初めて得られたものもある。

これらを表 2 に示す。昭和53 年度のW,¥j査で

ガヤ，オニグルミ，ハグウンボクなど比較的大きな種実が多しらまた，いずれも前回の調

査でも少量しか産出しなかったものである。おそらく，これらは，今回は 2 地点しか分析

をしておらず，処理した堆積物の最も少ないので得られなかったのであろう。逆に今@Iの

調査で初めて産出したものも多い。この原因は 2つ考えられる。 Iつは同定の精度が i二が

ったことによる分類群の増加である。表2 に示したものでは，イヌシデは前回調査ではア

カシデ左したものの中に含まれていたし，同様にウラジロガシはアカヵーシ近似種に，ヤナ

ギタデ近似種はタデ属に，ハダカホオズ十属はナス科に一括されていた。また，エノキグ

サ，イラクサ科A ・B・C ，スミレ属などは前回の調査の際には同定する能力がなかった。

ミズ属はカヤツリグサ属A と誤って同定されていた。第 2の原悶としては水洗ふるいわけ

の最小ふるいの［cjを小さくしたことによる微小種実の増加があげられる。前rmの最小ふる

い日は0.5mm であったが今回は O. 25mm である。市本で今回初めて産出したものの半ばは，

O. 25mm 目のふるいで初めて採取できる微小なものである。

(4) 史前帰化植物について

今回初めて得られた積実のザグロソウとエノキグサ，および前回発掘で得られたカナム

グラとクワクサは普通畑雑草あるいは史前帰化植物と考えられている。しかしながら，あ

る種が本当に畑雑草であるとか，史前帰化植物であるとかを判定することは実際には難し

¥., 、。カナムグラ，エノキグサ，グワグサなどは更新統からの報告もある〔Kokawa66 pp. 
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大型植物遺体

表 l つづ、き
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北白川追分町遺跡の発掘調査

今l白！のみ産出した分類群 前回のみ産出した分類群

チドリノキ近似種 木本イヌガヤ コブシ
ムクロジ オニグノレ之 エゴノキ

ヨグソミネパリ ハタウンボク
カパノキ属 アサガラ
コナラ オオパアサカホラ
ケヤキ ゴマギ

草木イ ネ
イボタ→F
ヤブミョウガ
クワクサー
カナムグラ
ムラ→j」キケマン
ブドウ属
ドクゼリ属またはセリ属
メナモミ

前回の調査で産出した大型楠物遺体との比較表 2
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それが現在更新統から産出するからといって，もっとも，1 45, 1＇！原・粉川 85 p.225 〕。

支でひきつづき生存してきたとは限らない。今回および自iJ[I_I] ともにこれらは少最しか産出

畑作や史前帰化の事実を示しているとはいえない。

むしろラ現在畑地や路傍などの人間活動の影響が強し、ところに生育する植物が，広く多；量

に生育する状態ではなかったことを示している。

していたL、。従ってこれらの産出が，

同一「黒色土居」内での植物遺体群集の層位的変化と植物群落の復原に関する問題(5) 

大型植物遺しカ、し，前回調査では泥炭質層（＝「黒色土居Dを l枚の層として扱った。

前回試みたような，植物イ本群集が，同一地点の各々の層の中で屑位的変化を見せるなら，

遺体がどのように偏って分布しているかによって植物群落を復原しようとし、う子法は成立

そしなし、。そこで，今回は同一地点で同ーの「黒色土層」の復数の同位から試料を採取し，

の業異について検討してみたのである。

図19 は B 地点の植物遺体の産出量の層位的な変化を，主なものについて同示したもので

ある。多量に得られた分類群は同ーの「黒色土間」内では多少の量の泣いはあるが，類似し

それぞれの分類群の産／！＼量が大きく変化する）首位は「黒まfこ，たi＆状を7J ミすことが多い。

すなわちそれぞれの「黒色土同」は｜司一地点では色土層」の上限や下限であることが多L、。

I ;,IJ 色士層

3 a j では試料 Iと2でヒノキ小校の産出量に大きな差があるしラ「黒色土同 5J では，試

料13 でコゾラ属雄花序やヤマネコノメソウ近似種の産出量が苦しく多い。このような差が

なにによって生じたかは今の所不明て、ある。

30 

ただし例外もある。植物遺体の内容に関してはほぼ均質なものとみなされる。
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この様に同一地点・同一「黒色土居J内の植物遺体はおおむね均質で、はあるが，そうとは

いえないものもあった。前回の調査では，種実の平面分布の偏りは，全て過去の群落でど

しかし，今回のように同一地

点・同一l黒色土問」内でもかなり産出量に差がある場合もあることを考えると，植物遺体

の平面分布の偏りの原因を全て当時の若手落でどこに何が生育していたかに求めることはで

きなし、。微妙なJit 積環境の変化，堆積後の遺体の分解，生物による水平方向・垂直方向の

の地点に何が生育していたかを反映しているものと考えた。

など様々な要因が絡み合って分布の偏りが生じたと思われる。従って前回作成した

群落復原図〔南木｛Jh,85 図84 ～88 〕は大型植物遺体の分布の偏りを示した図で、あるが同一時

期に各々の植物がまさにその地点に生育していたことを示す図とはし巾、がたい事になる。

もっとも，分布の世話りの原因が何であるにしても，前回調査のように20m ×20mの範四

｜付で，一方にトチノキの種実が密集し，一方にアカガシ近似種の種実が密集するというよ

分散，

これらが相当近接して生育していたことを示していると考える外はない。従うなことは，

って，古植生に閲する前回の推定には変更の必要はなし、。今日ウラジロカシなど新たに産

これらを加味して，北白川追分町遺跡の大型槌物化石からみた古出したものもあるので，

植生について述べると，次のようになる。縄文中期から晩期にかけては植物遺体群集に目

アカガシ近似極など

オニク、ルミなどの温

（南木II圭彦）

ウラジロガシ，

イタヤカエデ，

だった変化はなし、。発掘地点周辺では，イチイガシ，

キハダ，アサダ，

帯落葉広葉樹の両者が近接して生育していた。

31 

トチノキ，の暖温帯常緑広葉樹と，



5 木村

(1) はじめに

北白川追分町遺跡の発抑調査

今回の調査区は，京都市左京区の京都大学北部構内に位置し，京都大学構内遺跡のBF 

31 区にあたる。この調査区で，シルト層あるいは砂層に挟まれた，縄文｜時代晩期に属する

複数層の黒色土国（図 5 p.10 ・11）から大小多数の自然、木木材が出土した。明らかな校材や

巨大な根株も含まれていたが，掘上げられた木材のほぼ全体を調査の対象とすることがで

きた。発掘のさいにプレパラート作製の使を考慮に入れて出土試料の乾燥を防ぎ，取り扱

いに細心の注意を払ったため，良好な分析試料を得ることがで、きた。

(2 ）同定方法

大部分の試料はそのまま安全カミソリを用いて検鏡用切片を作成することができたが，

極端な劣化のために軟弱化した試料はセロイジン包埋後ミグロトームにより切片を作成し

た。いずれの場合も木口， tiHI，板目の 3 断面切片を採って永久プレパラートとし，普通

光顕微鏡と位光顕微鏡を併用して樹種の同定をおこなった。

(3 ）同定結果

採取された試料数は全部で 196 点で、あったが，明らかに地区割，層｛立にまたがった同一

個体から複数の試料を採取している場合がかなり多く（一例として図 20 に黒色土 5屑の実

誤lj 図及び試料の採取部伎を示す），それらを整JLRすると調査対象となったのは130 個体であ

った。それらの試料長け，出土地区，層位ならびに同定された樹種名を表3 に示した。ま

た，同定された樹種の件数と）百｛立との関係についてまとめたものを表4に示した。試料切

片の顕微鏡写真は紙数の関係で代表的なもののみを図版8～11 に示した。

樹種同定に際して根拠となった各樹種の特徴および当該樹種の試料番号は以下のとおり

である。

カ ヤ Torr りσnucifera S. et Z. イチイ科 (13, 31, 34, 79, 83, 84 ラ 104, 107, 113, 116) 

（図版8寸・ 2) 垂直ならびに水平樹脂道はなし、。放射仮道管はない。軸方向柔細胞はな

¥, 、。仮道管の側壁にらせん肥厚があり，らせんは 2 本が対になる傾向がある。

イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia L drupacea KITAM. イヌガヤ科（82, 98) （図版 8-

3 ・4) 垂直ならびに水平樹脂道はない。放射仮道管はなし、。軸方向柔細胞は豊富で早・

晩材を通じて平等に散在する。仮道管の側壁にらせん肥厚があるが，らせんは対をなさな

し、。

32 



木材

¥v=2570 

図20 黒色土 5層の木材出土状況縮尺1/150

モ ミ Abies 戸rma S. et Z. マツ科（5 b, 23 c) （凶版 8-5 ・6）垂直ならびに水平樹

脂道はないが，傷害樹脂道がみられることがある。放射仮道管はなし、。軸方向柔細胞はな

¥, 、。放射柔細胞の壁は厚く，じゅず状の末端壁をもゥ。

ス ギ Cヮ1ptomeria japonica D.DoNスギ科（20a) （図版 8-7 ・8）垂直ならびに水

平樹脂道はなし、。放射仮道官はなし、。軸方向柔細胞は早・晩材の移行部付近から外側に，
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北白川追分町遺跡の発掘調査

接線方向に点々と並ぶ傾向がある。放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で，一分野に

1～ 3個（通常 2個）見られる。

散孔

材。ほぽ等径の道官が平等に分布するが，年輸の外境に近いものはやや小径となる。道管

は単独のものもあるが，多くは放射方向に 2～ 4個複合する。せんJしは.lflせん孔で，側壁

にらせん状の線条が認められることが多L、。側壁の壁孔は交互壁孔で，放射柔細胞との間

図版 9 10) Populus sieboldii MIQUEL ヤナギ科（22a) （図版 8-9,ヤマナラシ

ターミナル状。放射組織は，単列・に大型で，ふるい状の壁孔をもっO 軸方向柔細胞は，

向性。

ブナ科会 (10, 27, 33, 38, 40, 43 ラ46, 49,54, Quercus spp. (Cyclobalanopsis) アカガシ直属

55,58,62,64,68 ～70 ヲ77, 78, 86, 89, 91, 99, 101 ～103, 105, 106, 111, 112, 120) （図版 9 -11 ・

木材の出土地区・屑位
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材木

放射孔材。ほぼ等径で厚壁の道管が単独で放射状に配列する O 単列放射組織と広放12) 

射組織がある。

Castanea crenata S. et Z. ブナ科 (15, 16, 19, 23a, 24, 121) （図版 9-13 ・14)

環孔材。孔園部の幅はかなり広く，孔園部の道管は接線方向に連続する。孔圏外の小道管

は急に大きさを減じ，薄壁で角ばった小道管が火炎状に配列する O 放射組織は同性ですべ

て単列である。

リク

Aphananthe aspera PLANCH. ニレ科（3, 5a, 5c, 7, 11, 14, 28, 94, 115) （図版 9

散孔材。単独ないし 2～3個放射方向に複合した道管が均等に分布する O 道管

ムクノキ

15 ・16)

同士の接する壁は厚L、。道管は単せん孔。軸方向柔細胞は 3 ～10細胞の幅で帯状に配列す

ターミナノレ状，周囲状にも配列する。放射組織は異性で l～ 5 ( 6）細胞列。るi"lカミ，
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木材の樹種と出土件数表 4
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樹種

針葉樹
カ ヤ To 円りa nucifera S. et Z. 
イヌガヤ Ce_p_halotaxus harringtonia f. drupacea KITAM. 

モミ Ab 附 jirma S. et Z. 
スギ Cり，ptomeria jap 叩 ica D. DoN 

広葉樹
ヤマナラシ Populus sieboldii MIQUEL 

アカガシ亜属 Que γcus spp. Subgen. Cyclobalanopsjs 
クリ Castanea cγ enata S. et Z 
ムクノキ Aphananthe asprra PLANCH. 

ヤマグワ Mcrus australis PIOLET 

コウゾ属 Broussonetia spp. 
シキミ Illicium anisatum L. 
ヤマザクラ Prunus jamasakura S. et Z. 
カエデ属 Acer spp. 
トチノキ Aesc11lus tu γbinata BLUME 

ムクロジ Sapindus muko γossi GAERTN, 

マタタビ属 Actinidia spp. 
リョウブ Clethra barbineruis S. et Z. 
エゴノキ属 Sり［ax spp. 
樹種不明

個体数合計
樹種数合計

学名は，北村岡郎・村日I源『原色植物図鑑木木編〔 i〕・〔H〕』保育社（1979）によるO
本アカガシijf:i属，カエデ、属にそれぞれ黒色土3・5層， 4 ・5層にまたがって遺存していた個体があっ
たため，またマタタピ属には同一個体から 2個採取した試料に異なったそ寄号を付したものが 2個あ
ったため，（ ）内が実数となるO

環孔材。道

管の大きさは孔間部から孔閏外，年輪最外部へと徐々に小さくなる O 年輪外方吉llでは 2 ～

数｛悶の小道官が団塊状，斜状あるいは接線状に複合して散在する。道管は単せん孔で，小

道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性で l～6細胞列。

λiforus australis ProLET グワ科 (1, 2, 25, 75) （図版 9-17 ・18)ヤマグワ

環孔

材。孔圏外の小道管は刀、に大きさを減じ，多数が集って蜂巣状，房状に複合する。道管は

単せん孔。孔閤外の小道管にらぜん肥厚がある。放射組織は同性ないし具性で l～ 4 ( 5) 

細胞列。

クワ科（20b, 35, 39, 61, 66, 1お）（図版10-19 ・20)Broussonetia spp. コウゾ属

散孔材。小径の道管

が多数平等に分布する。道管は階段せん孔でらせん肥厚をもっO 道管と放射組織との間の

壁孔はしばしば！？片段状を示す。軸方向柔細胞は不顕著。放射組織は異性で 1～3 ( 4）細胞

列。単列放射組織は直立細胞のみからなり，多列放射組織は上下の縁辺に直立細胞のみか

らなる単列翼部をもっO

シキミ科 (17) （図版10-21 ・22)Illicium anisatum L. シキミ

散孔材。道Prunus jamasakura S. et Z. ノミラ科 (114) （図版10-23 ・24 〕

36 
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木材

管は平ー等に分布するが，年輪の内境に沿ってやや密度が高い傾向がある。道管は単せん孔

でらせん肥厚ーをもっO 道官の内腔にしばしば着色物質が詰まっている。放射組織は向性な

いし異性で I～ 5細胞列。

カエデ属 Acer spp. カエデ科（4ラ9, 18a, 18b,23b ラ29,30,32,36 へ37 犬41, 42, 44, 45, 47, 

48,50 ～53,56,57,59, 60, 63 ，臼， 67, 71 ～74, 76, 80, 92, 93, 95, 97, 100 ラ 117 ＊タ l19, l 22, 123 ; 

36, 37, 117 は同一例体）（図版 10 一25 ・26) 散孔材。道管は単独， あるいは 2 ～ 3個が

半径方向に複合したものが均等に分布しているが，年輸の外層でその大きさを減少する傾

向がある。道管は単せん孔で，側壁にらせん月巴厚がある。軸方向柔細胞は帯状，限ftt：散在

状，不連続なターミナル状。放射組織はほぼ同性で I～ 5細胞列（時に 10 細胞列に達する

場合がある〉。

トチノキ Aesculus turbinata BLUME トチノキ科（6, 21, 96) （図版10-27 ，図版l卜28)

散孔材。道管は単独，あるいは 2 ～4個が半径方向に複合する。道管の大きさ，分布数と

も年輪の中央部で大きい傾向がある。道管は単せん孔でらせん肥厚をもっO 放射組織は単

列向性で層階状配列を示す。

ムクロジ Sapindus mukorossi GAERTN. ムクロジ科（8, 22b) （図版 11 29 ・30) 環

孔材。孔圏は単列～多列。孔国外の小道管は急に大きさを減じ，団塊状に複合して散在す

る。道管は単せん孔で，孔圏外の小道管はらせん肥厚をもっO 周囲状およびl悩の広い情状

柔組織が顕著。放射組織は同性で， I～ 3 ( 4）細胞列。

マタタビ属 Actinidia spp. マタタビ科（85, 87, 88, 90 叱108, 109 へl10, 124 久 126*; 90, 

126 ，および 109, 124 はそれぞれ同一伺体）（図版i1-31,32) 環孔材。年輪界はしばしば

大きく波打つ。孔聞は単列ないし多列。孔圏道管は非常に大きく，不完全な孔聞を形成す

る。孔圏外で道管は急に大きさを減じ，ほぼ単独で比較的粗に配列する。道管は単せん

孔で，側壁にはかすかならぜん肥厚をもっO 道管側壁の壁孔は対列状ないし階段状。軸方

向柔細胞は短接線状。放射組織は異性で， 1)1列のものと 3 ～6列のものがある。単列放射

組織は直立細胞のみからなり，多列放射組織は上下の縁辺に，直立細胞のみからなる単列

翼部をもっ。

リョウブ Clethra barbinervzs S. et Z. リョウブ科 (12, 26b) （図版l1-33 ・34) I散孔

材。等径の薄壁道管がほぼ単独で平等に分布する。せん孔板は傾斜が急で多数のパーをも

っ階段せん孔。道管側壁の壁孔は小型の対列壁孔で時に附段墜孔への移行型が見られる。

軸方向柔細胞は散在状および短接線状に配列し多数見られる O 放射組織は異性で I～4 細
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表5 前回の調査で出土した木材との比較

前回，今回ともに出土した樹種

カヤ
アカガシ亜属
ムクノキ
ヤマグワ
カエデ属
トチノキ
マタタピ属
エゴノキ属

胞列。

今閉のみ出土した樹種

イヌカ戸ヤ
モミ
スギ
ヤマナラシ
グリ
コウゾ属
シキミ
ヤマザグラ
ムクロジ
リョウフ手

前回のみ出土した樹種

ヤナギ属
当＇ノ、夕、

ユズリハ属
オニグPノレミ
アサダ
カツラ
クスノキ科
ユクノキ

エゴノキ属 Sりlax spp. エゴノキ科（81, 118) （図版11-35 ・36) 散孔材。ほぼ等径の

道管が単独あるいは放射方向，斜方向，小塊状に復合して平等に分布する。個々の道管は

薄壁で，階段せん孔をもっO 軸方向柔細胞は晩材部で、長く連続した l～ 2層の接線状配列

を示す。放射組織は異性で l～ 4 ( 6）細胞列。単列放射組織は，直立細胞のみからなり，

多列放射組織は上下の縁辺に筒立細胞からなる単列翼部を持つ。放射組織の広さから考え

てハクウンボクの可能性が強い。

(4）むすび

今回の調査区から出土した木材 130 個体は表4 に示したように針こ葉樹 4 種，広葉樹 15 種

（樹種不明 I種を含む）であった。これらの樹種を前回の調査区の樹種〔伊東l劫， 85 〕と比較

すると表5のようになる。

両調査区に共通の樹種のなかで，今回は針葉樹では15 個体中の 10 個体がカヤ，広葉樹で

は 115 個体中40 個体がカエデ属， 30 個体がアカガシ亜属で，これらの樹種が他に比べて圧

倒的に多いことは前回の調査結果の傾向と一致している。一方，前回の調査区で出土例の

最も多かったトチノキが，今回の調査区では 3 個体のみであった。

両調査区の出土樹種を合わせると，針葉樹4種，広葉樹22 種（樹穏不明 l{ 同体を除く）と

なるが，これらの同定結果を大型植物遺体の調査結果と照合したところ，両者が極めて良

く一致することを認めた。 （島地鎌・林昭三・伊東隆夫）

E参考文献〕

北村四郎・村田源『原色日本植物図鑑木本縦〔 I) ・〔E〕』保育社， 1979 年

金平亮三「大日本産重要木材の解剖学的識別」『台湾総督府中央研究所林業部報告』ぬ4, 1926 年

小林弥一・須藤彰司『木村議号ljカード』日本林業技術協会， 1960 年

島地謙・伊東隆夫『図説木材組織』地球社， 1982 年
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6 昆虫遺体

(1) はじめに

昆虫遺体

北白川追分町遺跡の，京都大学北部構内 B F31 区の泥炭質の地！脅から HI 土した多数の昆

虫遺体を検討した。 l昭和59 年 1月から 3 月に発掘されたもので，いずれも縄文晩期のもの

である。

昭手'1159 年 6 月に検討の依頼をうけた際は，土をつけたままの小ブロッグのまま角ケース

に収納されていたが，昆虫遺体の保存状態が良好であったので，その後昆虫遺体だけをと

りはずし，エチルアノレコールに浸した脱脂綿上におき，同定に供した。結局， 107 個のケ

ースサンフ。ノレから， 181 点の昆虫遺体が検出された。前回の発侃調査出土の昆虫遺体〔日

浦・官式85 ］と比較して，はるかに多い数である。堆積物中に良好な状態で保存されてい

たためか，二次的な破壊をうけておらず，同定は容易である場合が多かった。

(2 ）同定結果

検出された 181 点の昆虫遺体の同定結果は，表 6 に示したとおりである。このうち，お

もなものの写真を図版12 ・13 に示す。

最も多かったのがコガネムシ科（センチコガネ科を含む）で61.5% ，ついでツノアオカメ

ムシなどのカメムシ類が15% ，ほか，タマムシ，ハムシ，オサムシなとやがわずかず、つ出土

している。今回も，前回と同様に，めだちやすい大型の，金属光沢をもつものが多少とも

選択的に採取されたと思われる。コカ、ネムシ科の遺体が最も多いことがそれを物語ってお

り，タマムシやオサムシなど他の甲虫でも，同様な理由によると考えられる。ツノアオカ

メムシ（前胸背，小楯板，半；出鞘，肢などが出土）のように，甲虫以外の品虫が多数出土す

るのも珍しいが，タマムシのような虹色の光沢をもっていたからであろう。

従って，今回の資料が堆積当時の昆虫相を平均的にあらわしているとは考えられない

が，種のレベルまで同定できた種が 24 種（疑問種を含む）もあったことから，古環境の推

定には，かなり役だつものど考えられる。

(3 ） 考察

① 5層の黒色土層のうち，黒色土 3 ・4 ・5 の 3層に昆虫遺体が多く，黒色土 1から

はわずか l点のみ出土し，黒色土2からはまったく出土しなかった。

（② マヤサンオサムシ，ヤマトオサムシ，センチコガネ，コカブトムシなど，森林性の

昆虫がかなり発見されているところから，よく茂った森林がひろがっていたと考え
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昆虫遺体の山土個数（＊今liilの発掘で、初めて出土したもの）
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表 6

鞘 J週目 C O LEO PT ERA 
千マヤサンオサムシ Ohomopterus maiasan 山

本ヤマトオサムシ Ohomopte 叩 s yamato 
ゴミムシ科の l才重 Harpalidac 
＊キベリヒラタガムシ Enoch 叩 Sjaponicus 
/1 、型ガムシの I1重 Hydrophpidae 
センチコガネ Geotrupes laevistriatus 
＊クロコガネ？ Lachnosterna kiotoen.sis? 
＊コカブトムシ Eophile111us chinensis 
コカ、ネムシ凡1imela s/)[endens 
＊ヒラタアオコカネ Anomala octiescostata 
スジコガネ Anomala testaceipes 
＊アオドウガネ？ Anomala albopilosa? 
ドウガネブイブイ Anomala cuprea 
ヒメコガネ Anomala rげocuprea
サクラコガネ Anomala daimiana 
コガネムシの l種 Ano 問ala sp. 
カナブン Rhomborrhina japonica 
アオカナブン Rhomborrhina unicolor 
＊ムラサキツヤハナムグリ Protaetia cataphracta 
ハナムグリ C~tonia pi/if era 
コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda 
タマムシ Chrysoch~oa fulJiidissima 
＊ヨモギハムシ？ Oreina au γich αlcea? 
キアカガネサルハムシ Acrothinium gaschkevitchii 
ハムシ科の l種 Chrysomelidae 
＊カシルリオトシブミ Euops splendida 
＊ゾウムシ科の i種 Curculionidae 
甲虫破片 Coleoptera fragments 

半週日 HEMIPTERA
＊アカスジキンカメムシ Poecilocoris lewisi 
＊ツノアオカメムシ Pentatoma japonica 

鱗麹日の踊 LEPIDOPTERA(pupa) 
＊双麹日の閲踊 DIPTERA(pupa) 
膜麹目 HYMENOPTERA
ネアリの 1種 Formicidae 
＊ハチの 1種 Hymenoptera 
ダニ目 ACARINA
＊ササラ夕、ニの l季五： Cryptosti 耳mata

合計

名3ミ

53 

られる。

センチコガネはシカなどけものの糞を食しているところから，やや大型の獣類が生

息していたといえる。

コカブトムシは，成虫・幼虫ともにカシなと申の朽木にもぐっているので，朽木の多

い環境であったと思われる。

66 60 。

③ 

④ 

コアオハナムグF

など，食葉性または訪花性のものが多いところから，林縁や二次林など，明るい環

境もかなり存在したことが考えられる。
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昆虫遺体

⑥ アカガネサノLハムシは，ノブドウ，エピツソレなど林縁に多いツル植物を食京にして

いるところから，やはり上記と同様のことがし、える。

⑦ タマムシの出土は，エノキの存在を示すものであり，ヨモギハムシの出土は，草原

的な環境の存在を示唆している。

⑧ ツノアオカメムシは，ニレ類，ケヤキ，シラカンノ＼ ミズナラ，イタヤカエデ，カ

エデ類などの主として冷温帯の樹種（TIE寒帯の樹種を合む）を食平としているところ

から，集水域の上流に冷温帯林がひろがっていたか，あるいは，当時の気候が現在

よりやや冷涼であったことも考えられる。

⑨ 逆に，カシルリオトシブミやアカスジキンカメムシなどは，照葉樹林にも多く生息

するものであり，そのような林または樹種を混じえていたとも考えられる。

⑩ 水成の堆積物であるにもかかわらず，水生甲虫の遺体が少なく，わずかにキベリヒ

ラタガムシの鞘砲が l点出土しているのみである。水生甲虫は小さくて黒っぽい色

彩の種が多いため，発掘時に発見されなかったのであろう。泥炭質堆積物からよく

発見される，ゴミムシ科の出土がほとんどなかったのも，同様の理由によるものと

思われる。

今後，植物遺体や花粉分析の結果などと照合しながら，更に古環境の復原に努力してい

きたし、。 （宮武！頼夫）

7 縄文時代の環境と人間の生活

今回の調五区は，昭和53 年度に実施された56 地点の調査区に南按し，相互に連続した地

形と層位関係を示している。それは花尚岩系の砂て、構成される微高地がひきつづき南西へ

延び，本調査区南半部で小規模な舌状の地形を作り出すこと，斜面下に形成された泥炭質

の黒色土と一時的に流積した灰白色砂府との互層関係も連続性を保つこと，黒色土3 上面

で検出された多数のヒトおよび動物の足跡や小規模なJII l土， r]fj回の調査で、は泥炭質土2用

に認められていることなどにみられるとおりである。

ここに形成された泥炭質土の組成は北陸・東北地方や山岳地域に分布する一般的な泥炭

層のそれとは異なり，泥土分が多く，植物遺体を非常に多く含むシルト質土壌である。そ

の形成は，間序関係からみて，急激な流れのもとで灰白色砂崩が形成されたのち，比較的

流れの弱し、環底のもとでijf ；積したシルト層によって透水性が失われ，その中で動植物遺体

が埋積したものである。こ :h らはひきつづいてシルト質土壌の堆積によって徐々に覆わ
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れ，水づかりの状態によるパグテリアの活動の低下，あるいは縄文中期以降の気候の冷温

化などが作用して泥炭質土層を形成したものと考えられる。黒色土中から出土する葉に

は，緑色を失わないものも多くみられ，その堆積は非常に短時間におこなわれたことも知

ることができる。またこれらの水分の多い黒色土は，のちに形成された上層によって圧縮

されて現在みられるような堆積層が形成されたもので，とくに木材には断面が届平なもの

も多くみられる。

また，この遺跡を残した当時の人間の生活が徴高地上で、なされたことは，調査l去の南東

約50mのj也点で住居跡2棟が発見され，さらにその南の 125地点では縄文晩期の突時文土

器が多数出土していることからわかる。この環境のもとで，微高地下の低温地はトチ，イ

チイガシなど食用堅果類の採取の場となっていたと考えられる。近畿地方でこうした埋没

林の痕跡をとどめる縄文時代の良好な低湿地遺跡は，滋賀県大津市穴太遺跡などがあげら

れる。そこでは堅果類の貯蔵穴も発見されており，このような遺跡との比較によって当時

の環境復原をさらに深めることができょう。 （清水芳裕）
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